
2 2021年は当別町150周年

退任の挨拶
　８年前、私は「視点が変われば、未来が変わる」をキャッチフレーズに、新しい
事案への挑戦を訴え、町長に就任致しました。
　当別町は、北海道のどの自治体と比較しても、立地条件といい、生活環境といい、
その優位性はズバ抜けていて、発展の可能性を秘めた町であります。町内の消費力
を高め、生産性を向上させ、確かな稼ぐ力を身に着け、教育・子育て・福祉の充実
した町を実現させるというシナリオを描き、チャレンジしてまいりました。
　この８年間で実現された新規案件は、「北欧の風 道の駅とうべつ」・「とうべつ学
園」・「ロイズタウン駅」のような大型案件をはじめ、約60件にも及び、お蔭様で、
思っていたよりも多くの事業を展開することができました。また、厳しい町財政の
立て直しを迫られる中であっても、「ふるさと納税」の後押しもあり、8年間で町の
財政規模は倍増し、町債累計額は大幅に削減、基金も倍増するなど、財政状況を改
善させることができました。
　しかしながら、住環境の整備等により人口増に転じることはできませんでしたが、
道の駅の開業や新たなイベントの創出で、交流人口の大幅な増加と、ふるさと納税
の寄付金の増加により、町内の経済活性化を図ることができました。
　これらをきっかけに、今後、更に町が発展していくことを心より念願いたしており、
私もこれからは一町民として見守っていきたいと思います。
　最後に、これらの町の発展につながる様々な施策が実現できましたのは、町民の
皆様のご理解・ご協力によるものと心より感謝を申し上げ、退任の挨拶といたします。
　ありがとうございました。
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8年間のまちの動き
北海道医療大学との
包括連携推進協定

子ども発達支援センター完成
とべのすけデビュー

北欧の風 道の駅とうべつ開業

国道337号当別バイパス
４車線全線開通

スウェーデン王国レクサンド市
姉妹都市提携30周年

認定こども園おとぎの国開園
支援

義務教育学校とうべつ学園
工事着工
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伊達市との歴史兄弟都市
盟約締結

ロイズタウン駅着工
駅前広場整備着手
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ゆとりっち稲穂太陽光発電所開設

札沼線北海道医療大学駅以北廃止
代替バス「とべーる号」運行

宮司町長在任中（平成25年８月～令和3年７月）

木質バイオマス発電所誘致

とうべつ花火大会開催

当別スウェーデンマラソン開催

日本体育大学・北海道医療大学・
北海道銀行と４者包括連携協定

小中一貫教育の開始

ふるさと納税年間寄付額
19億円突破
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観光いちご農園の誘致


